

























































は今日あな とお訣れ る事であらねばならぬ。お訣れして次の形式にわたくしを盛る事こそあ たへ対するわたく の的確なスケジュールの履行と思はなくてな なくなつた。あなたが微笑 てわたくしを送つて下さるこ を感じつつ たくしは今素直に な の前に頭を下げてお訣れの言葉を申上げる」とある。 を捨て 、新たに求める「次の形式」とは、す わち小説を意味し、かの子が外遊において創造 ようとした新たな自己 狭義には小説家ての自己と言えよう。かの子の小説への執着は、 「小説は宿命 も仇敵とも言ふべきものである。好き 言っても憎み 籠った執愛ある
⑶
」と述べられているように、並々ならぬものがあった。川端康





















実させようとするには、私 たち した 文学が一番でしよう。其れより外一寸でも人に勝れた所が 無 のですもの。 （中略）兄さん、とにかく二人、この兄弟 どうし も人並以上優れた者ならなくてはいけませむ」
（明治四四・月日不明）
と書き送り、自ら







した状態のまゝで、たゞ何となく口に希望らしいものを譫言のやうにいはせるだけだ。彼女が当時口にした巴里といふ言葉は、ほん譫言 過ぎなかつた。しかし譫言にもせよ、 口唱するからには、たしかに、よいところとは思つてゐたに違ひなかつた」 続く「巴里」はその名をまじないのように言い聞かせることによって、自らを慰め、辛い現実世界から夢の世界へと逃避させてくれるものだった。常にかの子を支えて たのは芸術（文学）だっ ので、 「巴里」への憧憬は、そ まま芸術（文学）への希求と読み替えることができる。
一平はこの頃のことを後に、 「酒は浴びる程飲んだ。家人にも糧
を与えず、己れ独り刹那の享楽を独り歩いた。家人は荒野のごとき台所に子と向き合ひ、三日も碌々物も喰べず黙つて涙を垂れて居た事もあつた。物質上の酷虐を与へたのみか、予は彼女の最も厭ふ方法にて彼女に精神上の打撃をも与へた。因果は理法通り来る。彼女はほとんど三年余りも神経を破壊されて居た。彼女の全てを暫時犠牲に供した」
（ 『世界一周の絵手紙』初出『婦女界』 （大一三・五） ）
と振り















































































の「万国博」におけるナショナリズム 高揚、 「植民地主義 政策









以上のように世界中の人々が、日本を含め 世界中の芸術家たちが、こぞって憧れる夢の都にかの子 強い憧憬が寄せられた は必然であったと言えよう。
しかし、 「ベル・エポック」は第一次世界大戦開戦と同時に終わ




























顧みさせられると 同時にまた、なつかし れさえもした。かの女はこの都で、 く度か、しずかに泣いて、 笑つた。
巴里の地で思い出されるのは、 「過去十余年間の一心の悩みや、生活の痛手」 、 「自分の過去の生涯」である。これは 種 トラウマと捉えることができるだろう。トラウマは、自らの生死に関わる事件に遭遇したり、強い無力感や恐怖感を伴う体験をした場合 表れ 。たとえ長い年月が経過していたとしても、何かを契機にトラウマ体験は繰り返し思い出されるものである。かの子の「魔の時代」に負った心の傷は、十分にトラウマ体験になりうるものだと考えられる。 「マロニエの花を眺めたときだった。か 女の心に貧しいときの譫言が甦った」 あり、 「あーあ、 今に二人で巴里に行きませうねシャンゼリゼーで馬車 乗 ませうねえ」という言葉が急に思い出
― ―130
された。前章で指摘したように、第一次世界大戦を経て、パリは大きく変化している。それにもかかわらず、実際のパリの地にあっても、かの子の心を捕えるのは過去のトラウマであり、過去に抱いた憧憬の地「巴里」のイメージである。 「一ばんかの女 感情の根をこの都に下ろさした 時がこの瞬間であったことも象徴的である。さらに「巴里といふ都は、物憎い都 嘆きや悲しみさへも小唄にして、心の傷口を洗つて呉れる。媚薬の痺れにも似た中欧の青深い、初夏の晴れた空に、夢の たゝり やう 、あち ちに咲き逬るマロニエの花」と、かつての心 支えとしていた「巴里」のイメージに「癒され」て救われるのである 「夢 したゝり やうに」という比喩からは、眼前に咲く現実 マロニエの花だけでなく、過去に想像していたマロニエ 花が重ね合わされている 考えることができよう。 「今はむす子 声が代つて言う、 「お母さん、とうとう巴里へ来ましたね」そうだ復讐をしたのだ。何かに対する復讐をたのだ。そしてかの女に復讐をさして呉れたのはこ 都だ」と続く かの子が後に外遊を述懐 た言葉「稍稍完成しかゝつた私を解体し」
（ 『かの子抄』 ）
を念頭におくと、 「復讐」とは「自分







太郎からの書簡をみて「ママの抒情的世界を描きなさいつて書いて来てあるでせう。ねえ、 私の抒情的世界つて、 何なの一たい」 と 「かの女」が夫・逸作に問う場面がある。 「考へて見なさい自分で」 「だつてよく判らない」というやり取り 後、 かの女」は「ぢや、巴里へ訊いてやらうか」と応える。さらに「息子は頭が良いよ。君の日常の心身 ムードに特殊性を認めてそれを抒情的と言つたんだよ」と言われた後も「うむ、さうか」と呟くと、 「かの女 ぱつちりした眼が生きて、巴里の空を望むやうな瞳の作用をした」 。帰国後、宿願であった小説 執筆に打ち込む の子は新たな生を歩み始めていたわけだ 、その覚悟を支えて る もやは 「巴里」であり、ここで憧憬されている「巴里」もやはりイメージの「巴里」である。「巴里」のイメージに欠かせない存在は、息子・太郎だ。 「あーあ、今に二人で巴里に行きませうね。シャンゼリゼーで馬車に乗りませうねえ」という言葉 ついて「母と子 過去 運命 対する恨み償却の言葉であり、あの都に対するかの女とむす子と 愛のひめ言の代り」
（ 『母子叙情』 ）
と解説が加えられており、 母と子両者のイメー
ジは共通しているということになる。パリ滞在中の太郎の様子は「巴里は一日一日と子どもに染め込んでいつた」 、 「巴里はもはや完全に子供の恋人だつた」 （ 『オペラ 辻
⑽














過ごすこと なった。渡航時 若き太郎の心中に拭いがたい悲壮感が漂っていたこ 後に描かれた随筆「生活 信条
⑾
」に読み取れる。









































集『世界に摘む花』のほかにも、パリを題材にした多数の随筆や小説が存在する。具体的な見聞 示され いるそ らを一つずつ検証していくことで、かの子にとっ の「巴里」を多面的に捉えていく必要があるが、それは別稿 て考え きたい。注
⑴
　『芸術餓鬼
　
岡本かの子伝』 （七曜社
　
一九六三・一二）
⑵
　「滅びの支度」 （ 『亀井勝一郎全集
　
第一三巻』講談社
　
一九七一・一
〇）
⑶
　「歌と小説と宗教と」 （ 『文芸通信』一六三六・八）
⑷
　
神谷忠孝「日本近代文学におけるフランス」 （ 『北海道大学人文科学論
集』一九八六・三）を参照した。
⑸
　『国文学
　
解釈と教材の研究』 （二〇〇七・二）
⑹
　
河野健二『フランス現代史』 （山川出版社
　
一九七七・二） 、饗庭孝男
編『パリ
　
歴史の風景』 （山川出版社
　
一九九七・一一） 、 柴田三千雄『フ
ランス史一〇講』 （岩波書店
　
二〇〇六・五） 、朝比奈美和子、横山安由
美編『フランス文化五五のキーワード』 （ミネルヴァ書房
　
二〇一一・
四）を参照した。
⑺
　
山川出版社
　
一九九七・一一
⑻
　
山川出版社
　
一九七七・二
⑼
　
柴田三千雄『フランス史十講』 （岩波書店
　
二〇〇六・五）
⑽
　『かの子抄』 （不二書房
　
一九三四・九）
⑾
　『芸術と青春』 （河出書房
　
一九五六）
⑿
　
楠本亜紀「抽象から現実へ
―
パリ時代の岡本太郎」 （杉山悦子、野
田尚稔他編『世田谷時代１９４６
｜１９５４の岡本太郎展』世田谷美術
館
　
二〇〇七・三）を参照した。
⒀
　『かの子抄』 （不二書房
　
一九三四・九）に所収されている。紀行文一
七作品。
付記
　
本文の引用は『岡本かの子全集』第二巻（冬樹社
　
一九七四・六） 、
第一一巻（冬樹社
　
一九七六・七） 、別巻（冬樹社
　
一九七八・二）に
よる。
